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2019・2020年度理事・執行役員の推薦について（依頼） 

 

 

皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。  

日ごろ、本連盟の諸事業には格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。  

さて、今年度はアジア競技大会でのミックス戦で金メダル・女子団体で銅メダル獲得、

世界フィールドアーチェリー選手権大会ではリカーブ男子個人金メダル・リカー部女子個

人銅メダル獲得と選手達の頑張りにより活躍の年になりました。 

来年度は、東京オリンピック・テストイベントが 7 月に開催され、いよいよ 2020 東京

オリンピック開催も目前に迫ってまいりました。連盟として引き続き選手強化と普及活動

に精進してまいります。2019 年・2020 年の理事・執行役員改選の年にあたりますので、

役員推薦書（別紙 1）により貴協会（連盟）より候補者を 2019 年 1 月 31 日までにご推

薦いただきますようにお願い申し上げます。  

なお、推薦者の有無にかかわらず、別紙 2 によりご連絡ください。  

 

記 

 

1 被推薦者は、貴協会（連盟）所属の方をお願いします。また、人数は複数でも構い 

ません。  

2 実質的に活動できる方を推薦してください。  

3 清新で、意欲的に活動できる方を推薦願います。（定年は 70 歳です）  

4 女性の積極的な推薦を歓迎します。  

5 推薦理由は、具体的に記入してください。  

6 役員の中で、理事については 2019 年度総会[2019年 6月 9 日(日)開催予定]で選出しま

す。 

7 役員の中で、執行役員については 2019年度第 2 回理事会（2019年 6月 9 日開催予定）

で選出します。  

以上  



加盟団体各位 

 

 

次期理事・執行役員候補者の推薦のお願い  

  

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。  

2019年は、当連盟の理事・執行役員改選の年であります。   

つきましては、当連盟の定款、および「理事及び評議員の選出手続に関する細則」の規定

に基づき、下記の要領により、次期理事候補者および執行役員候補者の推薦をお願いいた

します。  

敬具  

  

記 

  

  次期理事候補者の推薦について 

１．理事候補者を推薦する人     

○理事候補者として推薦される人。 

前年度までの会費を納付していること（納付していないと推薦する資格がありません）。  

○次の会員は、理事候補者になれません。 

 ① 会費を納入していない者。 

② 定款細則第 17 条の規定に該当する者。  

 

 ２．次期執行役員候補者の推薦について 

○執行役員候補者を推薦する人    

前年度までの会費を納付していること（納付していないと推薦する資格がありません）。    

【注：執行役員は、理事会により選出されます。】 

○次の会員は、執行役員候補者になれません。 

 ① 会費を納入していない者。 

 ② 定款細則第 17 条の規定に該当する者。 

以 上 

 

３．その他 

１．2019年 6月役員改選 （2019・2020年度役員）について 

定数 理事 20名以内  執行役員 20名以内 

〇 将来女性役員比率 30％を目指して改選して行きたいと思います。 

  

１）選考の考え 

  論功行賞ではない 仕事メイン 長く働ける人（若い人）  

           女性候補者積極的に起用する 
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